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七宝 SHIPPO 展
色と細密の世界

巡回展会期

■名古屋展 ＩＮＡＸギャラリー名古屋
会期：2009 年 7月 16 日（木）～8月 20 日（木）
休館日：水曜日、8/10～16

■東京展 ＩＮＡＸギャラリー１
会期：2009 年 9月 3日（木）－11月 21 日（土）
休館日：日祝日

■大阪展 ＩＮＡＸギャラリー大阪
会期：2009 年 12 月 5日（土）～2010 年 2 月 18 日（木）
休館日：水曜日、12/26－1/4

写真１ 『花鳥文花瓶』並河靖之、所蔵：宝満堂 撮影：益永研司

金属線による繊細な文様と洗練された構図、色彩が並河靖之の特徴。

＊その他リリース画像は最終ページに掲載

http://www.inax.co.jp/culture/ 
2009年 6月



開催概要

タイトル：七宝 -色と細密の世界-

英語タイトル：SHIPPO--Japanese Cloisonne–A World of Color and Exquisite Detail- 
企 画：ＩＮＡＸギャラリー企画委員会

制 作：株式会社ＩＮＡＸ

協 力：甘利明、安藤七宝店、清水三年坂美術館、七宝町七宝焼

アートヴィレッジ、園田早苗、名古屋市博物館、宝満堂

入 場 料 ：無料

開 場 時 間 ：10 時～ 18 時

WEB サイト ： http://www.inax.co.jp/culture/

■ 各会場の住所および問合せ先

ＩＮＡＸギャラリー大阪

TEL：06-6733-1790 FAX：06-6733-1791

〒541-0056 大阪市中央区久太郎町 4-1-3 伊藤忠ビル 1F

ＩＮＡＸギャラリー名古屋

TEL：052-201-1716 FAX：052-201-1730

〒460-0003 名古屋市中区錦 1-16-20 ＩＮＡＸ名古屋ショールーム 2 階

ＩＮＡＸギャラリー１

TEL：03-5250-6530 FAX：03-5250-6549

〒104-0031 東京都中央区京橋 3-6-18 INAX：GINZA 2F

本展について

ガラス釉が繊細な文様を描き、光を受けて輝く七宝。七つの宝石のように美しいと名づけられたその煌きは、

紀元前より世界各地で愛され、日本でも高貴な身分の人たちの建築、武具、道具類を彩ってきました。

なかでも日本では近代、有線七宝と呼ばれる技法によって作られた作品が隆盛を極めます。明治期、武士の時

代が終わり、彼らのために身の回りの道具類を作ってきた職人たちもまた、その役目を終えました。世界は万

博華やかなりし時代。政府は諸外国に日本の技術力の高さをアピールすべく、彼らに輸出用の工芸品制作へ道

を転じることを奨励します。海外に新たな活路を見出した職人たちは、卓越した技術と感性を作品に注ぎ込み

ました。七宝もこうして海外向けの制作が奨励された工芸の一分野です。美術と工芸が厳然と区別されていた

欧米において、日本工芸の細密の美は驚異的なものであり、万博をきっかけに日本の高度な七宝作品に出会っ

た人々は、その繊細な技術、意匠の美しさにたちどころに魅了されました。西洋にはジャポニズムの大流行が

巻き起こり、日本では洗練を極めた七宝作品が数多く生み出されていったのです。

近代七宝を劇的に発展させ、多くの人々を惹きつけた有線七宝とは、下地にごく細い金属線を文様の形に植え

付け、そこへ釉薬を流し込むことで図柄を描き出す手法です。日本では江戸末期、尾張藩の梶常吉がオランダ

船の運んできた七宝を研究し、この技術を解明しました。江戸時代まで主な手法であった、下地を掘り込んで

釉薬を流し込む象嵌七宝に対し、有線七宝の技法では、より大きな作品や細密な意匠を釉薬で表現することが

可能になりました。梶に教えを請った工人たちが中心的な担い手となって、尾張の西部、遠島町（現愛知県海



部郡七宝町）を中心に七宝は一大産業となります。透明度の高い美しい釉薬が誕生したのも明治期のことで、

数多くの名工たちが登場し、至高の作品が次々生み出されることとなりました。

下絵を描き、胎に写し、植線を施し、釉薬を流しては焼き、研磨し、美しく仕上がったもののみを作品とする・・

七宝作品は各工房の優れた職人たちが、数ヶ月、ときには年単位の時間を投じてはじめて完成します。

会場では、こうした技術の結晶である七宝作品を、近代のものを中心に約５０点ご覧頂きます。様々な技法を

駆使して作られた作品の数々、製作工程や道具類をご紹介し、七宝の様々な表現とその完成までの道のりをご

紹介します。さらに、林小伝治、濤川惣介、粂野締太郎といった明治の名工たちの技の結晶、それぞれ特徴的

で表現豊かな作品の数々をご覧頂きます。なかでも１０余点が出展される京都の名工・並河靖之の作品はその

艶やかな色彩と細密な文様が他の追随を許さないものとして、現在でも高い人気を誇ります。

また扉の引き手や釘隠しなど、建物や道具類の一部として使われる七宝作品もご紹介。日本文化の中で七宝が

どのように人々の生活を彩ってきたかがご覧いただけます。

今展が、日本工芸が新たな展開を求め花開いた時代の情熱や、その礎として日本に受け継がれてきた卓越した

デザイン・色彩感覚を改めて味わっていただく契機となれば幸いです。

関連企画のご案内 <名古屋展>

講演会『七宝のはなし 世界を魅了した近代日本の技と美』
講師：小川幹生（名古屋市博物館学芸員）
日時：２００９年８月７日（金）１８：００～１９：３０
会場：ＩＮＡＸ名古屋ショールーム ２階セミナールーム
要申込（TEL:052-201-1716 FAX:052-201-1730 e-mail:xbn@i2.inax.co.jp）

明治時代の尾張で大きくその技術を開花させ、万博を契機に一躍世界を魅了した七宝。明治政府が外国への国力の
アピールとして制作を奨励した至高の細密工芸の歴史からは、当時の日本と世界の文化交流のありさまが浮き彫り
となります。名古屋市博物館で日本文化交流史を専門とされる学芸員小川幹生氏にお話いただきます
☆ 東京・大阪巡回時にも関連企画を行います。詳細はWEB サイト上でご案内いたします。

INAX ブックレットのご案内

ＩＮＡＸ ＢＯＯＫＬＥＴ『七宝 色と細密の世界』

(72 ページ中カラー60 ページ、定価 1575 円、2009 年 6月 15 日発売)

■目次

［図版構成] 比類なき七宝の名品（撮影：益永研司）・・テキスト／ハーバード・Ｇ・ポンティング、工房の図案
色と細密の世界（撮影：小泉佳春）・・並河靖之作品
七宝の技術・・有線を極める、無線七宝、素地と釉薬、銀貼、銀胎、部分赤透、茶金石、
盛上、槌起、省胎七宝
七宝をもっと知る 技術と多様性・・技術の尾張、林小伝治の仕事、
多様性を求めて、受け継がれる創造性―安藤七宝店の工房にて

［論考］ 総論・・小川 幹生（名古屋市博物館学芸員）
海を渡った日本の七宝・・畑智子（京都文化博物館 学芸課課長）

＜共通＞E-mail : xbn@i2.inax.co.jp ※ 取材希望および本展覧会の作品写真借用などは上記へお問合せください。

－本件に関するお問合わせ－

INAX ギャラリー大阪 担当：高橋

TEL：06-6733-1790 FAX：06-6733-1791

〒541-0056 大阪市中央区久太郎町 4-1-3 伊藤忠ビル 1F

INAX ギャラリー名古屋 担当：大原

TEL：052-201-1716 FAX：052-201-1730

〒460-0003 名古屋市中区錦 1-16-20 ＩＮＡＸ名古屋ショールーム 2 階

INAX ギャラリー1（東京） 担当：筧

TEL：03-5250-6530 FAX：03-5250-6530

〒104-0031 東京都中央区京橋 3-6-18 INAX：GINZA 3F



＊ 本プレスリリースの掲載写真は選択ツール等で画像をダウンロードしてご使用いただけます。

＊ 本展告知以外での使用、転載を禁じます。ご使用に際しては撮影者名をお入れください。

＊ ご使用にあたっては上記担当者までご連絡くださいますようお願いいたします。

＊ 容量が足りない場合および、その他の写真については、担当者までお問合せください。

ご提供可能な画像

写真①：
『雉秋草文花瓶』

作者不明 個人蔵

きめ細やかな文様の

描かれる有線七宝。

撮影：益永研司

(ナカサ アンド パー

トナーズ)

写真②：
『蝶文小壷』

林小伝治作 個人蔵

尾張の名工の一人林

小伝治は七宝を商業

として確立、万博で

も多く評価されてい

る。

撮影：益永研司

(ナカサ アンド パー

トナーズ)



写真③：
『蝶花唐草文香水瓶』

部分

並河靖之作 宝満堂蔵

並河靖之は小さな香

水瓶を多く手がけて

いる。

撮影：益永研司

(ナカサ アンド パー

トナーズ)

写真④：
有線七宝の植線風景

（安藤七宝店）

金属線を意匠の形に

曲げ、ピンセットなど

で置いていく。緻密な

作業が要求される。

撮影：益永研司

(ナカサ アンド パー

トナーズ)

写真⑤：
施釉風景（安藤七宝店）

金属線の合間に釉薬

を塗る。施釉して焼く

工程を何度か繰り返

す。

撮影：益永研司

(ナカサ アンド パー

トナーズ)



写真⑥：
『金魚文輪花形皿』

濤川惣助作 清水三年坂

美術館蔵

施釉後に金魚の銀線を抜

いた無線七宝。

撮影：小泉佳春

写真⑦：
『秋草文銀胎花瓶』

粂野締太郎作 清水三年

坂美術館蔵

銀胎に彫金加工で秋草文

様を打ち付けている。

撮影：小泉佳春

写真⑧：
『菊文花瓶』

早川（名は不明）作

清水三年坂美術館蔵

大正～昭和の作。赤い透

明な釉薬は赤透と呼ばれ

人気が高い。

撮影：小泉佳春


